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独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
に
よ
る
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費
で
の
世
界
周
遊
の
是
非
に
関
す
る
再

質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
に
よ
る
公
費
で
の
世
界
周
遊
の
是
非
に
関
す
る
再

質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
八
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
様
に
、
沖
縄
県
恩
納
村
の
世
界
最
高
水
準
の
自
然
科
学
系
大
学
院
大
学
の
開

設
を
目
指
す
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
（
以
下
、
「
機
構
」
と
い
う
。
）
の
年
度
ご
と
の
収
入
総

額
に
占
め
る
内
閣
府
の
交
付
金
の
割
合
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
九
年
度
を
見
て
も
七
、
八
割
を
占
め
て
お
り
、
「
機
構
」

の
業
務
の
大
部
分
は
国
民
の
税
金
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
独
立
行
政
法
人
と

は
言
え
ど
も
、
「
機
構
」
に
お
け
る
出
張
旅
費
等
各
支
出
に
つ
い
て
は
、
「
機
構
」
自
ら
が
き
ち
ん
と
し
た
説
明
責
任
を
果

た
し
、
情
報
の
開
示
、
透
明
性
確
保
に
努
め
る
の
と
同
時
に
、
政
府
、
特
に
所
管
省
庁
で
あ
る
内
閣
府
は
指
導
監
督
す
る
義

務
を
負
う
も
の
と
思
料
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

本
年
十
月
四
日
付
の
朝
日
新
聞
が
、
「
機
構
」
の
シ
ド
ニ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
が
、
業
務
で
使
用
し
た
裏
付
け
が
な
い

航
空
チ
ケ
ッ
ト
の
費
用
を
「
機
構
」
側
に
負
担
さ
せ
て
い
た
と
報
じ
る
記
事
（
以
下
、
「
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
を
掲
載

し
た
こ
と
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
機
構
に
よ
る
と
、
平
成
十
八
年
度
及
び
平
成
十
九
年
度
に
機
構
が
支
出
し
た

一



ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
の
旅
費
に
つ
い
て
、
機
構
の
業
務
に
必
要
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
た
も
の
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
、
平
成
十
八
年
度
、
十
九
年
度
の
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
の
旅
費
の
詳
細
な
内
訳
を
政
府

は
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
朝
日
記
事
」
に
よ
る
と
、
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
は
平
成
十
九
年
七
月
、
米
国
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

を
経
由
し
て
関
西
空
港
へ
飛
ぶ
経
路
で
は
理
事
長
と
し
て
の
業
務
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
関
西
空

港
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
へ
の
経
路
の
出
張
旅
費
に
つ
い
て
は
、
精
算
請
求
書
等
、
業
務
と
の

関
係
を
確
認
で
き
る
も
の
が
な
く
、
こ
の
様
な
航
空
券
は
他
に
六
枚
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
政
府
の
二
の
答
弁
か
ら
は
、

右
の
様
に
報
じ
た
「
朝
日
記
事
」
の
内
容
は
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、

政
府
は
「
機
構
」
か
ら
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

四

「
朝
日
記
事
」
で
は
、
常
勤
扱
い
で
あ
る
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
の
日
本
で
の
滞
在
日
数
の
少
な
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

平
成
十
八
年
度
、
十
九
年
度
に
お
け
る
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
の
日
本
で
の
滞
在
日
数
を
、
内
閣
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
「
朝

日
記
事
」
で
は
、
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
は
平
成
十
八
年
度
は
五
十
六
日
、
十
九
年
度
は
四
十
四
日
し
か
日
本
に
滞
在
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

二



五

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
は
、
滞
在
地
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
理
事
長
と
し
て
機
構
の
業
務
を
総

理
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
四
が
事
実
な
ら
ば
、
一
年
の
う
ち
の
滞
在
日
数

が
わ
ず
か
二
カ
月
に
も
満
た
な
い
中
で
、
ど
の
様
に
「
機
構
」
の
業
務
を
総
理
し
、
「
機
構
」
職
員
と
十
分
な
意
思
疎
通
を

図
れ
て
い
る
と
い
う
の
か
。
内
閣
府
の
見
解
如
何
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
内
閣
府
と
し
て
は
、
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
は
、
海
外
滞
在
中
に
お
い
て
も
、
海
外
の
研
究
機
関
等

に
勤
務
す
る
研
究
者
の
招
へ
い
や
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
仮
称
）
に
関
す
る
構
想
の
周
知
に
よ
る
機
構
の
国
際
的

な
知
名
度
の
向
上
等
の
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
機
構
の
理
事
長
が
こ
れ
ら
の
国
際
的
な
活
動
を
行
う
こ

と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
の
日
本
で
の
滞
在
日
数
が
少
な

く
、
一
年
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
を
海
外
で
過
ご
し
て
い
る
中
、
ど
の
様
に
し
て
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
が
右
答
弁
に
あ
る
様
な
働
き

を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
滞
在
地
、
面
会
し
た
人
物
、
出
席
し
た
会
合
等
、
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
の
日
々
の
業
務
遂

行
に
つ
い
て
、
内
閣
府
は
詳
細
な
説
明
を
受
け
て
い
る
の
か
。

七

六
で
、
内
閣
府
が
詳
細
な
説
明
を
受
け
て
い
る
な
ら
、
ブ
レ
ナ
ー
理
事
長
が
い
つ
ど
こ
で
誰
に
会
い
、
ど
の
様
な
会
合
に

出
席
し
て
い
る
の
か
等
、
時
系
列
で
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三



右
質
問
す
る
。

四


